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窓口活用のきっかけ 

知財総合支援窓口活用の概要（記：窓口担当者） 

 同社は、新たに立ち上げた冷凍食品事業において、ブランド化を図るうえで、事業名や商品名称の

権利保護について検討されていました。知的財産権などの権利化の可能性についての相談に当窓口に

来られたことがきっかけで、継続的に支援を行っています。 

 同社は、当初、予定していた食品事業の名称について、権利化を検討されていました。商標制度の

概要の説明や先行商標調査の方法などについて説明しました。先行調査をされた結果、類似の名称が

商標登録されていることが判明し、権利化の可能性や権利保護の対応について専門家（弁理士）を交

えて、協議し助言を行いました。 

 その後、専門家（弁理士）を交えて同社の食品事業の名称について、他者の商標を回避する施策な

どについて助言を受けました。また、商標登録出願の手続きなどについても支援を行い、その後、商

標登録出願をされ、登録に至っております。 

加えて、取得された商標の活用やブランド戦略などについては、デザインに精通した専門家と連携

し、PR 媒体の支援や展示会出展時の装飾等の支援等も行い、取引の成約に結びついています。また、

取引開始に伴い、秘密保持契約や取引受注に関する契約についても専門家（弁護士）を活用し、事業

戦略については、よろず支援拠点や地域の支援機関等と連携しながら支援しています。 

 同社は、空調・給排水衛生設備の設計施工が主業務で、これまでは、知財に関する意識はもってお

られませんでした。今回、食品事業の立ち上げを契機として、知財の重要性を認識されるようになり

ました。知財をブランド化や販路拡大に有効に活用されています。 

窓口担当者から一言 （氏名：藤本 秀次） 

 同社は、既存の事業から新たな取り組みとして、冷凍食品事業部を立ち上げら

れました。今回の支援を契機に知財の必要性を認識され、積極的に窓口を活用さ

れるようになりました。また、新たな商品開発や販路拡大にも熱意を感じます。

今後も、事業拡大の一助になるように支援を継続していきます 

企業からのメッセージ 

 新たな事業展開や商品開発において、ブランド保護のために知的財産権は、重要な役割を果たすと

痛感しました。「知財総合支援窓口」では、特許・実用新案・意匠・商標・契約等に関して弁理士や弁

護士等の専門家のアドバイスが受けられます。知的財産権に関してお悩みのことがございましたら、

お気軽に「知財総合支援窓口」をご利用ください。 

最初の相談概要 

その後の相談概要 

窓口を活用して変わったところ 


